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北広島市国民健康保険運営協議会会議録 

  

1 会議名  平成 30年度 第 3回北広島市国民健康保険運営協議会 

2 日 時  平成 31年 1月 21日（月） 午後 6時～午後 7時 

3 会 場  市役所 3階会議室 3Ｃ 

4 出席者   

委 員 ：川島会長、安達委員、伊東委員、今井委員、奥田委員、山美委員、 

荒木委員 

事務局等：中屋保健福祉部長 

（税 務 課）林課長 

（健康推進課）尾崎課長、影久主査 

（保険年金課）渡辺課長、三澤主査、立野主査、後藤主事 

 

会議内容 

・審議事項  

（１）北広島市国民健康保険税率の改定について 

 

 

開 会（午後 6時 00分） 

 

○事務局 

本日は、夜分お集まりいただきありがとうございます。 

それでは、皆様おそろいですので、ただいまから平成 30年度第 3回国民健康保険運

営協議会を開会いたします。 

まず始めに、訃報でございますが、運営協議会委員でありました、鈴木委員が、12月

6 日にお亡くなりになられましたことをご報告いたします。保険医代表として平成 27

年 8 月から運営協議会委員として国保の運営にご尽力をいただきました。謹んでご冥

福をお祈りいたします。 

保険医代表として、鈴木委員に替わりまして今井委員に新たに就任していただきま

した。どうぞよろしくお願いいたします。 

議事に入ります前に、本日の会議の成立についてご報告いたします。委員定数７名全

員が出席しておりますことから、北広島市国民健康保険運営協議会規則第４条第５項

の規定による会議開催の要件を満たしておりますことをご報告いたします。 

それでは、次第に従いまして、川島会長より一言ご挨拶をいただき、以降の議事進行

をお願いいたします。 

 

○会長 

本日の議題は、審議事項が、1 件「平成 31 年度国民健康保険税率の改定について」

です。前回に引き続きの案件になります。どうぞよろしくお願いいたします。 
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それでは、会議録署名委員の指名ですが、私の方から指名をさせていただきます。伊

東委員、山美委員にお願いいたします。 

次に、審議案件に入ります。審議事項第 1号「平成 31年度国民健康保険税率の改定

について」事務局から説明願います。 

 

（事務局より説明） 

 

○会長 

これより質疑を行います。 

ご質問やご意見はありますでしょうか。 

 

○Ａ委員 

税率については、複雑で込み入っているため、理解できない点が多いですが、一番わ

からなくて納得できないのは自然増分の登場です。 

昨年度、市から道へ主体が移る際に 2％を超える増加分については、激変緩和を受け

られるというお話でした。その時に自然増についてはどのような形だったのでしょう

か。私は見た記憶がないです。その時に自然増分がありますよという話があれば、それ

があるという前提で検討できたが、それがなかったと思います。 

 

○事務局 

自然増につきましては、制度開始初年度の平成 30年度納付金算定では発生しないも

のとして、道から具体的な説明がなされず、委員皆様に対する説明が不十分であったも

のと認識しているところであり、結果的に自然増について初めてのように聞こえてし

まっているという状況であります。 

北海道国民健康保険運営方針の激変緩和措置には、医療費の自然増分等は対象とし

ないと示されているところであります。 

 

○Ａ委員 

これは騙されたような気がします。自然増分がありますよという前提での議論はな

かったのではないでしょうか。いくら運営方針に書かれていると言っても、被保険者は

納得しないのではないでしょうか。事前に自然増分がありますよという説明があれば、

医療費を抑えようですとか、多少の増額はやむを得ないという話になりますが、今まで

の審議の中で出てきてはいないので、説明を受けても納得できない部分があります。 

 

○事務局 

この自然増につきましては、市議会におきましてもご指摘を受けているところであ

りますが、「自然増分とは何か」ということで市から道へ照会したところ、医療費を含

む 1人あたりの保険税収納必要額の増加分とのことでありました。 

平成28年度決算値を基にした平成30年度納付金算定では、診療報酬の改正もあり、 
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医療費については下がるものと見込まれており、自然増分についてはゼロとして算定

されたところであります。道からは結果として１人あたり医療費についてこれまでと

同様の伸び率であると説明を受けているところであります。 

 

○Ａ委員 

平成 28 年度をもとに平成 30 年度を計算した際は、医療費は上がらないだろうと予

想して算定したということですね。 

 

○事務局 

そのように算定したということになります。 

 

○Ａ委員 

医療費の増は、薬価は下げることができたが、治療費等の増加によって増えてしまっ

たということなのですね。 

 

○事務局 

結果的に減少しなかったことから、そのように推測することも考えられますが、詳細

は把握しておりません。１人あたり医療費増の一つの要因として、被保険者数の減少に

対し、医療費がかかっているということも影響していると思われます。 

 

○Ａ委員 

わかりました。 

次に係数についてですが、仮係数の 1 回目から 2 回目、確定係数と数字が変更にな

っていますが、このように変わるのはどのような理由でしょうか。 

 

○事務局 

3回の算定を行っておりますが、1回目と 2回目の算定における係数は変わっており

ません。1回目の仮算定において引き上げ幅が大きいことから、北海道において特例基

金等を投入し、総額での負担額を抑えて算定したものが 2回目となっております。 

係数は、計算基礎となる被保険者数や医療費をもとに国が示すものであります。 

 

○Ａ委員 

わかりました。 

次に 1人 1人の保険税については、2％プラス 3.95％上がるとのことでした。資料 2

の表ですが、例えば、2人世帯で所得金額が 80万円であるなら、112,500 円が 113,500

円になるということですか。 

 

○事務局 

そのようになるものであります。確定係数の算定結果では、2％プラス 3.95％で約

6％増となっておりますが、A3の表の 3検証及び改定案算定の吹き出しにありますよう 
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に、本市の市町村個別歳入歳出では歳入財源を見ておりますので、道が算定した金額よ

りも下がる形となっており、最終的には 2％の引き上げとなったものであります。 

 

○Ａ委員 

わかりました。 

 

○会長 

資料 2の右上の限度額の表の医療の欄ですが、580,000 円となっていますが、540,000

円ではないでしょうか。 

 

○事務局 

資料 2 の右上に限度額の表が記載されています。現行税率と改定案どちらも医療分

は、580,000円、合計は930,000円となっています。平成30年度の実態は医療分540,000

円で、この改定については前回の運営協議会で審議させていただいております。 

資料でお示ししたかったのが、税率を改正した時の影響を比較したかったので、限度

額については改定案の額で計算しております。この表が示しているのは計算上の条件

であり、どちらも 580,000 円という数字を使っております。 

 

○会長 

 わかりました。限度額の改定については、前回審議させていただいたものですね。 

 

○会長 

 他にご質問やご意見はありますでしょうか。 

 皆様のご意見等々をお伺いしていると、「国民健康保険税率の改定について」は、事

務局から示された改定案で、おおむね同意されているというように感じておりますが、

それでよろしいでしょうか。 

  

 (委員から異議なし等の同意の声) 

 

○会長 

では、審議事項第 1号の「北広島市国民健康保険税率の改定について」は事務局案の

とおり同意したものとして承認するものとさせていただきたいと思います。 

この後の進め方については、どのようになるでしょうか。 

 

○事務局 

国民健康保険税率の改定について、ご審議いただきありがとうございました。 

事務局案どおり承認していただくということでありましたので、その内容で答申書

を作成することになります。 

参考といたしまして、昨年度の答申書を基にした案を配布させていただきます。 
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表現など変更した方が良い点や、付け加えた方が良い項目などがありましたら、ご意

見を伺いたいと思います。 

 

○会長 

ただいま、事務局から答申書について、提案がありました。ご意見がありましたらお

願いします。 

特にご意見がないようですので、事務局からの提案でよろしいでしょうか。 

 

(委員から異議なし等の同意の声) 

 

○事務局 

ありがとうございました。 

今年度は、諮問事項として既に前回の協議会で承認をいただいております「課税限度

額の改定」もございますので、この点については、「原案どおり承認する」と記載させ

ていただきたいと思います。 

最終的な文言等の調整は川島会長にご一任をいただき、会長のご指示のもと答申書

を完成させたいと思います。後日、皆様を代表して川島会長の方から、上野市長に答申

書を直接渡し、答申していただく形を考えておりますがいかがでしょうか。 

 

(委員から異議なし等の同意の声) 

 

○会長 

では、皆様よろしいでしょうか。 

そのように進めてまいりたいと思います。 

最後に、「その他」について事務局からお願いします。 

 

○事務局 

1点目としまして、今回、ご審議いただきました保険税の改定に伴う条例改正につき

ましては、パブリックコメントによる意見募集の実施及び市議会民生常任委員会への

説明を行い、3月の定例会への条例改正案の提案に向けて準備を進めてまいります。今

後も協議会において、経過についてご報告させていただきます。 

2点目としまして、北海道胆振東部地震にかかる一部負担金減免についてであります。

減免については、以前ご報告させていただいておりますが、期間につきまして、以前は

平成 30 年 12 月末として決定しているところでありますが、近隣市と他保険の状況を

見てみますと平成 31年 2月末まで延長しており、本市におきましても同様に 2か月延

長することを決定したところでありますので、ご報告させていただきます。 

事務局からは以上でございます。 

 

○会長 

各委員の皆さんからは、何かありますか。 
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（「なし」の声あり） 

 

○会長 

それでは、以上をもちまして、協議会を終了いたします。 

本日はおつかれさまでした。 

 

閉 会（午後 7時 00分） 


